
入院診療計画書 ： 子宮頚管縫縮術パス(妊娠16週以降) 主治医：     ㊞

 患者氏名：　　　　　　　様 担当助産師・看護師：  

入院日 手術当日・前 手術当日・後 手術後１日目 手術後２日目 手術後３日目

内服　有　・　無

９時以降に点滴を開始します 点滴をします 点滴をします 点滴をします 点滴をします

抗生物質の点滴をします 抗生物質の点滴をします

手術部位の毛を剃ります
肺塞栓予防のため、弾性ストッキング
を履きます

肺塞栓予防のため、弾性ストッキングを
履きます

肺塞栓予防のため、弾性ストッキングを
履きます
回診時、腟内のガーゼを抜きます

血液検査があります 血液検査があります

特別な栄養管理の必要性　　有　・　無 9時以降は飲水はできません 帰室して3時間後から、水が飲めます 朝から食事ができます 食事が出来ます 食事が出来ます
24時以降は食事はできません

入浴できます 看護師が洗面の手伝いをします 看護師が身体を拭きます 看護師が身体を拭きます 看護師が身体を拭きます

看護師が洗面の手伝いをします

病棟内は自由です 病棟内は自由です ベッド上安静です 回診まではベッド上で臥床したままです 病室内の歩行は出来ます 病室内の歩行は出来ます
腹部緊満の状況により、医師の指示で安
静度が変わる場合があります

腹部緊満の状況により、医師の指示で
安静度が変わる場合があります

腹部緊満の状況により、医師の指示
で安静度が変わる場合があります

腹部緊満がなければ、朝食時ベッド上で
座位になれます
回診後、腹部緊満がなければ、歩行する
ことが出来ます

トイレまで歩行できます トイレまで歩行できます 手術室で尿を出す管が入ってきます 尿を出す管は入ったままです トイレまで歩行できます トイレまで歩行できます
排便は車椅子でトイレに行きます
回診時、腹部緊満がなければ、尿を出す
管を抜きます。

入院時の説明があります
手術中、ご家族の方は病棟で待機して
いて下さい

痛みや腹部緊満などは、我慢せずお知
らせ下さい

モニターを着けます モニターを着けます モニターを着けます

医師から手術についての説明があります モニターを着けます
床ずれ、血栓予防のために、横向きや
足を積極的に動かしましょう

看護師から手術の準備について説明があ
ります

モニターを着けます

同意書の提出を御願いします
モニターを着けます

※ 上記内容について説明を受けました。　　　　　　年　　　　月　　　　日 ： 患者様氏名（代理者氏名・続柄）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

患者説明資料

経過日数
分類

処方

処置

体動

排泄

注射

教育･指導

検体検査

食事

清潔
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処方

処置

体動

排泄

注射
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食事

清潔

手術後４日目 手術後５日目 手術後６日目 手術後７日目

点滴が中止になったら、腹部緊満を抑
える内服薬が出ます

点滴をします 点滴をします 点滴をします
回診後、点滴が中止になります

退院の診察があります

血液検査があります

食事が出来ます 食事が出来ます 食事が出来ます 食事が出来ます

看護師が身体を拭きます シャワー浴が出来ます シャワー浴が出来ます シャワー浴が出来ます
腹部緊満の状況によっては、シャワー
浴ができます

病室内は自由です 病棟内は自由です 病棟内は自由です 病院内は自由です
腹部緊満の状況により、医師の指示で
安静度が変わる場合があります

腹部緊満の状況により、医師の指示
で安静度が変わる場合があります

腹部緊満の状況により、医師の指示で
安静度が変わる場合があります

トイレまで歩行できます トイレまで歩行できます トイレまで歩行できます トイレまで歩行できます

モニターを着けます モニターを着けます モニターを着けます モニターを着けます

診察して異常がなければ退院できま
す

次回受診についての説明があります

退院時の説明があります


